
募集内容
対　象：どなたでも
定　員：100名（定員を超えた場合は抽選）
参加費：高校生以上 1,000 円、小・中学生 500 円（税込）

一般社団法人

今から約 100年前の蒲田には、有名な映画監督 小津安二郎を生んだ「松竹蒲田キネマ撮影
所」という映画の撮影所がありました。小津監督が制作したコメディ映画『お早よう』には、
昭和の大田区の風景がいっぱい写っています。映画を鑑賞した後は、グループに分かれ、お
友だちとおしゃべりしながら、鑑賞ワークショップ「『お早よう』映画地図を作ろう！」を行います！

協会ホームぺージ内『募集情報』応募フォームから
必要事項をご入力の上、申し込みください。
1回のお申込みにつき、4名までとなります。
5名以上の参加をご希望の場合は、その都度お申し込みください。

メールにてご連絡をさせていただきますので、お手
元のパソコン、携帯電話等で下記のアドレスを受信
可能に設定していただくよう、お願いします。

Email：arts-ws@ota-bunka.or.jp

前半：映画上映『お早よう』
（1959年制作 監督：小津安二郎 93 分）

後半：ワークショップ
※親子でのご参加の場合、ワークショップ時の
グループは子ども／大人で分かれていただきます。

過去のワークショップの様子

申込期間
５月１３日（月）～
６月１４日（金）必着

会場
大田区民ホール・アプリコ 
小ホール・展示室 地下 1階
・JR京浜東北線、東急多摩川線・
池上線
  「蒲田駅」東口から徒歩 3分
・京急「京急蒲田駅」西口から
徒歩 7分
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募集案内

『お早よう』
 （監督：小津安二郎）
 ©1959 松竹株式会社
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映画を観て映画と遊ぼう！
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開催日時
2024年７月２１日（日）
13：00～17：00
（12：30受付開始）
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お問合せ

シネクラブ＠おおた2024

公益財団法人大田区文化振興協会　「こども映画教室」係
〒143-0023 東京都大田区山王 2-3-7　大森まちづくり推進施設 4F
TEL：03-6429-9851（月 - 金 9：00～17：00）

大田区民ホール・アプリコ 

東京都大田区蒲田 5-37-3
TEL：03-5744-1600
FAX：03-5744-1599

・JR 京浜東北線、東急多摩川線・池上線
  「蒲田駅」東口から徒歩 3分
・京急「京急蒲田駅」西口から徒歩 7分

※区営アロマ地下駐車場 30分 /200 円 

会 場

ワークショップデザイナー、ファシリテーター。日本大学芸術学部映画学科
卒業、2016 年青山学院大学社会情報学部ワークショップデザイナー育成プ
ログラム修了。「こども映画教室」には 2010 年より参加。「こども映画教室
シネクラブ」では特別講師を務める。こども × 映画 × 対話に興味を持ち、
2016年より対話型の映画鑑賞ワークショップを実践している。

特別講師

長井 仁美
なが　い 　

  ひと  み

舞台は昭和 30 年代、東京郊外の新興住宅地。近ごろ、このあたりの子どもたちの間
では「おなら遊び」が大流行。その子どもたちの目下最大の関心ごとは、なんといっ
ても出まわり始めたばかりのテレビ！　勉強そっちのけで近所のテレビにかじりつく
ので、大人たちは頭が痛い。実と勇の兄弟は、テレビを買ってくれと騒いで父親に叱
られ、ついには学校でも口をきかない「だんまり作戦」を決行！　下町の庶民の生活
をいきいきと描いた、愉快なホームコメディです。

『お早よう』のあらすじ

『お早よう』（ 監督：小津安二郎） ©1959 松竹株式会社

一般社団法人

とは－
こども映画教室公式サイト：https://kodomoeiga.com/
Facebook：https://www.facebook.com/kodomoeiga

「こどもと映画のアカルイミライ」を目指すことをミッションに、映画・映像に関するワークショップの
企画運営、映画教育に関するシンポジウムを開催。2017年よりフランス発の国際的映画教育プログラム「映
画、100 歳の青春」に日本から初めて参加。日本側のコーディネーターとなる。2019 年より文化庁「文
化芸術による子供育成総合事業」にこども映画教室が採択され、公教育の場で映画ワークショップを開始。


